
　「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源

循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」

が
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
リ
ユ
ー
ス
、
減
量
化

へ
の
取
り
組
み
が
加
速
す
る
中

で
、
使
用
済
み
の
製
品
を
回
収
再

資
源
化
し
て
も
と
の
製
品
と
同
じ

も
の
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
「
水
平

リ
サ
イ
ク
ル
」
が
注
目
を
集
め
て

い
る
。

　
そ
う
し
た
中
、
株
式
会
社
パ
イ

ロ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
伊

藤
秀
社
長
、
東
京
都
）
と
、
大
手

化
学
メ
ー
カ
ー
の
住
友
化
学
株
式

会
社
（
岩
田
圭
一
社
長
、大
阪
市
）

は
、
使
用
済
み
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
を
同
じ
用
途
の
製
品
に
作
り

替
え
る
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
現

に
向
け
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

包
装
の
印
刷
層
を
無
色
化
す
る
技

術
に
関
す
る
共
同
開
発
を
推
進
す

る
と
発
表
し
た
。

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
、
環
境
負
荷
低

減
と
循
環
型
社
会
の
実
現
へ
向

け
、
こ
れ
ま
で
も
製
品
を
通
じ
て

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、

資
源
の
再
利
用
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
限
り
あ
る
資
源
の
有
効
活
用

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク

ル
技
術
を
開
発
す
る
こ
と
も
そ
の

一
環
と
し
て
い
る
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
日
常
生
活

を
支
え
る
有
用
な
素
材
と
し
て
、

自
動
車
や
航
空
機
、
電
子
機
器
、

容
器
包
装
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途

に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
循
環
型
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
用
途
に
応

じ
た
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
開
発
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。こ
の
う
ち
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
容
器
包
装
に
つ
い
て
は
、

各
種
印
刷
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の

が
多
い
た
め
、
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ

イ
ク
ル
を
行
っ
て
も
イ
ン
キ
の
色

が
残
っ
て
し
ま
い
、
同
様
の
用
途

に
適
用
可
能
な
品
質
レ
ベ
ル
の
樹

脂
へ
と
再
生
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
共
同
開
発
に
お
い
て
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
は
グ
ル
ー
プ
内
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
イ
ン
キ
に
お
い
て
、
開

発
・
保
有
す
る
イ
ン
キ
技
術
を
生

か
し
て
、
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク

ル
・
プ
ロ
セ
ス
に
適
し
た
特
殊
イ

ン
キ
の
開
発
を
担
う
。
ま
た
、
住

友
化
学
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
樹
脂
設
計
・
加
工
技
術
を
生
か

し
て
、
イ
ン
キ
の
無
色
化
を
行
う

溶
融
混
練
工
程
を
中
心
と
し
た
同

プ
ロ
セ
ス
の
開
発
を
担
う
。
両
社

が
協
力
す
る
こ
と
で
、
再
資
源
化

し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
用
途
展
開

の
幅
を
広
げ
、
限
り
あ
る
資
源
の

循
環
を
目
指
す
。
ま
た
、
両
社
は

印
刷
が
施
さ
れ
た
包
装
材
料
の
分

別
・
回
収
ス
キ
ー
ム
の
構
築
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
両
社
は
、
共
同
開
発
を
通
じ

て
、
化
石
資
源
使
用
量
の
削
減
お

よ
び
環
境
へ
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

排
出
量
の
削
減
、
さ
ら
に
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
焼
却
時
に
発
生
す
る
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
を
実

現
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
、
と
し
て

い
る
。

　
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
（
黒
田
英
邦

社
長
、
大
阪
市
）
は
、
各
セ
ク

タ
ー
に
お
い
て
相
対
的
に
、
環

境
、
社
会
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
Ｅ
Ｓ

Ｇ
）
の
対
応
に
優
れ
た
日
本
企

業
の
パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス
を
反
映

す
る
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
「F
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」
の
構
成

銘
柄
に
選
定
さ
れ
た
と
発
表
。

　
同
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
で
あ
るF
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S
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ssell

が
構
築
し
、
各
セ
ク

タ
ー
に
お
い
て
環
境
、
社
会
、
ガ

バ
ナ
ン
ス
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
）
の
対
応
に

優
れ
た
日
本
企
業
の
パ
フ
オ
ー
マ

ン
ス
を
反
映
す
る
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
。相
対
的
に
セ
ク
タ
ー
・
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
と
な
る
よ
う
設
計
さ
れ
て

い
る
。
　

　
ま
た
、
低
炭
素
経
済
へ
の
移
行

を
促
進
す
る
た
め
、
特
に
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
多
い
企
業
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｉ
経
営
品
質
ス
コ
ア
に
よ
り

改
善
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
る

企
業
の
み
を
組
み
入
れ
て
い
る
。

　
コ
ク
ヨ
グ
ル
ー
プ
は
、
昨
年
２

月
に
発
表
し
た
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

Ｃ
Ｃ
Ｃ
２
０
３
０
」
に
お
い
て
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
の
推
進
を
掲

げ
た
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
今
年
は

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
方
針
の
制
定

と
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
を
見
据

え
た
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
へ
の
改
訂

を
予
定
し
て
い
る
。
更
に
、
同
社

の
取
り
組
み
を
広
く
社
内
外
に
伝

え
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
強
化
を
図
っ
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
、
同
社
で

は
初
と
な
る
統
合
報
告
書
の
発
刊

を
予
定
し
て
い
る
。

　
大
阪
紙
製
品
工
業
会
（
黒
田
章

裕
会
長
）の
第
73
回
定
時
総
会
は
、

４
月
14
日
午
後
４
時
か

ら
兵
庫
県
淡
路
島
の
ホ

テ
ル
ア
ナ
ガ
で
開
催
、

会
員
10
社
中
９
社
が
出

席
し
、
上
程
諸
議
案
を

全
て
原
案
通
り
承
認
可

決
、
事
業
計
画
で
は
前

年
に
引
き
続
き
、
全
日

本
紙
製
品
工
業
組
合
の

事
業
方
針
を
主
軸
に
、

各
事
業
の
推
進
経
営
革

新
に
取
り
組
み
、
会
員

相
互
の
信
頼
を
築
き
、

文
具
・
紙
製
品
業
界
に
か
か
わ
る

諸
問
題
へ
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、
黒
田
会
長
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
て
丸
２

年
、
皆
さ
ん
と
共
に
会
運
営
を
進

め
て
き
た
。
感
染
拡
大
の
影
響
を

受
け
て
、
定
例
会
を
は
じ
め
、
歩

こ
う
会
な
ど
の
活
動
が
ま
ま
な
ら

な
い
中
に
あ
っ
て
、
ロ
シ
ア
軍
の

侵
攻
を
受
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

義
援
金
の
拠
出
を
決
定
し
、
速
や

か
に
贈
る
こ
と
が
で
き
た
。
発
案

さ
れ
た
井
村
副
会
長
を
は
じ
め
、

会
員
各
位
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

コ
ロ
ナ
が
長
期
化
す
る
中
、
我
々

の
規
模
で
で
き
る
こ
と
に
対
し
て

真
剣
に
取
り
組
み
、
全
員
の
合
意

で
新
し
い
こ
と
を
つ
く
っ
て
い
く

と
い
う
考
え
方
で
進
め
て
い
き
た

い
。
新
入
社
員
と
話
す
と
、
環
境

へ
の
意
識
が
お
し
な
べ
て
高
い
。

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
、
Ｚ
世
代
の
登

場
な
ど
で
消
費
者
の
価
値
観
や
消

費
行
動
が
変
わ
る
。
こ
う
し
た
変

化
を
念
頭
に
モ
ノ
づ
く
り
に
新
し

い
価
値
を
生
み
出
す
、
持
続
的
な

成
長
を
目
指
し
て
経
営
戦
略
を
組

み
立
て
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

う
」
と
、
今
後
予
想
さ
れ
る
経
営

環
境
の
変
化
を
示
唆
し
な
が
ら
挨

拶
し
た
。

　
総
会
審
議
で
は
、
事
務
局
の
寺

村
聖
一
専
務
理
事
が
各
議
案
を
上

程
し
、
第
１
号
議
案
の
令
和
３
年

度
事
業
報
告
は
、
事
業
概
況
は
じ

め
主
要
事
業
の
総
会
、
定
例
会
、

期
末
理
事
会
、
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
会
、
歩

こ
う
会
、
年
末
懇
親
会
、
文
紙
Ｍ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
２
０
２
１
、
大
阪
文
具

紙
製
品
業
界
新
年
祝
賀
会
、
こ
の

他
、
関
連
団
体
の
諸
行
事
へ
の
参

加
な
ど
を
報
告
し
、
承
認
可
決
。

　
第
２
号
議
案
の
こ
れ
ら
事
業
に

伴
う
決
算
報
告
を
同
専
務
理
事
が

貸
借
対
照
表
、
収
支
計
算
書
を
詳

細
に
説
明
、
杉
浦
正
樹
会
計
理
事

が
監
査
報
告
を
行
い
、
繰
越
金
処

分
案
と
合
わ
せ
て
承
認
可
決
。

　
第
３
号
議
案
の
令
和
４
年
度
事

業
計
画
案
で
は
、
少
数
精
鋭
の
団

体
と
し
て
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
立

場
に
あ
り
、
今
後
も
製
紙
・
洋
紙

代
理
店
・
特
殊
紙
商
社
と
一
体
と

な
り
、
安
定
取
引
維
持
に
精
力
的

に
取
り
組
み
、
情
報
収
集
・
新
製

品
開
発
を
促
し
、
ユ
ー
ザ
ー
目
線

で
の
新
し
い
需
要
開
拓
・
品
質
の

安
定
を
追
求
。
こ
れ
ら
実
現
の
た

め
に
引
き
続
き
全
日
本
紙
製
品
工

業
組
合
の
事
業
方
針
を
主
軸
に
、

各
事
業
の
推
進
と
経
営
革
新
に
取

り
組
む
。
ま
た
、
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

Ｅ
協
議
会
の
充
実
を
は
じ
め
、
各

団
体
の
見
本
市
開
催
の
協
力
や
諸

団
体
と
の
交
流
、
関
係
諸
官
庁
と

の
連
携
を
図
り
、
①
同
会
の
活
性

化
推
進
②
紙
製
品
産
業
の
振
興
③

情
報
化
へ
の
対
応
④
国
際
化
へ
の

対
応
⑤
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

⑥
技
術
革
新
へ
の
対
応
⑦
流
通
近

代
化
へ
の
対
応
⑧
人
材
育
成
⑨
文

具
・
紙
製
品
見
本
市
へ
の
積
極
的

参
画
を
掲
げ
た
。

　
第
４
号
議
案
の
こ
れ
ら
事
業
推

進
の
た
め
の
令
和
４
年
度
収
支
予

算
案
と
し
て
１
４
５
０
万
円
を
計

上
し
、
承
認
可
決
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
今
年
は
２
０
２
５

年
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
幕
３
年

前
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
１
９
７

０
年
の
大
阪
万
博
か
ら
52
年
、
１

９
９
０
年
の
国
際
花
と
緑
の
万
博

か
ら
32
年
の
年
に
な
り
、
大
阪
・

関
西
万
博
へ
の
期
待
感
や
機
運
を

高
め
る
た
め
、
大
阪
府
内
を
中
心

に
２
０
２
５
本
の
桜
の
植
樹
実
施

に
対
し
て
、「
万
博
の
桜
２
０
２

５
実
行
委
員
会
」（
安
藤
忠
雄
委

員
長
）
か
ら
寄
附
の
募
集
案
内
が

寄
せ
ら
れ
、
事
前
の
組
合
員
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
、
全
組
合
員
よ
り

賛
同
を
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
寄

附
を
決
め
、
寄
附
方
法
に
つ
い
て

は
黒
田
会
長
に
一
任
し
た
。

　
こ
の
他
、
６
月
２
日
に
三
重
県

桑
名
市
の
「
日
の
出
」
で
の
歩
こ

う
会
の
開
催
を
予
告
、
多
数
の
参

加
を
望
ん
だ
。

　
総
会
終
了
後
、
午
後
６
時
か
ら

会
員
夫
人
、
特
別
会
員
な
ど
を
交

え
て
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

　
開
宴
に
先
立
ち
、
初
参
加
の
日

本
紙
通
商
・
阿
部
隆
司
直
需
部
長

を
紹
介
し
た
後
、黒
田
会
長
が「
コ

ロ
ナ
禍
の
不
自
由
な
中
、
特
別
会

員
の
皆
様
に
は
会
員
企
業
の
事
業

活
動
へ
の
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

る
。
私
ど
も
は
小
さ
い
規
模
の
団

体
だ
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
勃
発

後
、
ほ
ど
な
く
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ

大
使
館
を
通
じ
て
義
援
金
を
贈
る

こ
と
が
で
き
た
。
円
安
の
進
行
、

原
紙
の
値
上
げ
が
発
表
さ
れ
て
い

る
が
、
経
営
努
力
に
努
め
て
い
く

の
で
、
新
年
度
も
引
き
続
き
の
支

援
を
願
い
た
い
」
と
開
宴
挨
拶
。

　
続
い
て
、
特
別
会
員
を
代
表
し

て
国
際
紙
パ
ル
プ
商
事
・
北
隅
賢

一
支
店
長
が
「
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

で
ス
ト
レ
ス
の
た
ま
る
日
常
の

中
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
が
値
上
が
り
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
影
響
が
出
て
い
る
。
自
由
、

平
和
、
人
権
な
ど
当
た
り
前
の
よ

う
に
享
受
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら

は
先
人
の
努
力
の
賜
物
で
、
守
っ

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
。
苦

し
い
、
厳
し
い
環
境
だ
が
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
努
力
し
て
乗
り
越
え
て

い
き
た
い
」
と
祝
辞
を
交
え
、
地

ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
て
開
宴
、
賑
や

か
に
歓
談
し
て
親
睦
を
深
め
た
。

　
最
後
に
西
川
雅
夫
副
会
長
が

「
平
成
４
年
４
月
、
同
じ
開
催
地

で
開
催
さ
れ
た
総
会
で
理
事
に
就

任
、
以
来
30
年
、
時
の
流
れ
の
速

さ
を
実
感
す
る
。
時
代
は
混
沌
と

し
て
お
り
、円
安
が
一
気
に
進
み
、

１
ド
ル
１
２
０
円
代
に
突
入
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
ロ

シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
、
こ

れ
ま
で
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
こ

と
が
起
き
て
い
る
。
当
会
は
小
さ

い
規
模
の
団
体
だ
が
、
業
界
団
体

に
先
駆
け
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
義
援

金
を
贈
っ
た
。
２
０
２
４
年
に
は

75
周
年
を
迎
え
る
。
皆
さ
ん
と
共

に
素
晴
ら
し
い
年
を
迎
え
た
い
」

と
閉
会
挨
拶
し
て
閉
じ
た
。

挨拶する黒田会長

使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
概
要
図

持続的な成長目指す
○…大紙工総会…○

万博桜植樹に寄附決める

総会での大紙工会員記念撮影

プ
ラ
容
器
包
装
の
印
刷

無
色
化
技
術
の
協
働
開
発
推
進

コクヨ

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
銘
柄
に

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
を
推
進


